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ソーラー・ランタンご寄贈　中間報告書 
 
　平素よりロシナンテスの活動に格別のご理解とご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。 

　この度は、パナソニック株式会社様を通じてソーラー・ランタン504台をご寄贈いただき、誠にあ
りがとうございました。紛争下のスーダン・北コルドファン州において、電力供給が途絶え、夜間
の照明確保が困難な状況にある地域住民にとって、このランタンは教育・医療・生活の質を向上
させる極めて重要な支援となりました。 

　2023年4月にスーダン全土で武力衝突が勃発して以降、配布地域であるオンムサマーマ区周
辺でも治安が著しく悪化し、プロジェクトの実施には多大な困難が伴いました。しかしながら、現
地パートナー団体Sub-Saharan International Development Organization (SIDO)の献身的な努
力と、地域コミュニティの協力により、2024年11月に全504台のランタンを無事に受益者へお届
けすることができました。 

　ご寄贈いただきましたソーラー・ランタンの配布、6か月後、1年後について、中間報告いたしま
す。 

 

記 

1．ご寄贈内容 

 

品名 ソーラー・ランタン（BG-BL03、パナソニック製） 

数量 504台 

 

2．プロジェクトパートナー 

 

団体名 Sub-Saharan International Development Organization 
(SIDO) 

所在地 Elobeid, North Kordofan State, Sudan 

 

3．ランタンの輸送 

（1）国際輸送：日本 → スーダン・首都ハルツーム 

2023年3月20日 EK0317　関西空港 → ドバイ国際空港 

2023年3月21日 EK0733　ドバイ国際空港 → ハルツーム国際空港 
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（2）国内輸送①：首都ハルツーム → 北コルドファン州州都オベイド 

2023年3月29日 トラック輸送 

 

 

※2023年4月15日にスーダン全土で武力衝突が発生し、オベイドを含む北コルドファン州にも影
響が拡大しました。道路封鎖や治安悪化により輸送が困難となったため、ランタンは2024年9月
まで（約17か月間）、パートナー団体SIDOの事務所にて保管いたしました。 
保管状況は下記写真のとおりです。　　　　　　　                                       
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（3）国内輸送②：州都オベイド → オンムサマーマ区 

2024年 
9月18日〜25日 トラック輸送（治安当局・地方当局の許可取得後） 

​

 
 

4．配布 

 
（1）配布先の選定プロセス 
　配布先となる4村（オンムサマーマ村、ロカップ村、アブーアライシ村、オンムカジェック村）およ
び各村の学校・診療所は、SIDOが2023年に実施したニーズ調査に基づいて選定されました。選
定にあたっては、以下のプロセスを経ています。 
① 地域レベルでの調整会議 
　SIDOが主催し、スーダン政府関係者として教育省代表、保健省代表が出席する調整会議を開
催しました。この会議で、特別な支援を必要とする世帯、孤児のいる家族、貧困家庭などを含む
選定基準について協議・合意しました。 
 
② 村レベルでの調整会議 
　オンムサマーマ地域において、4つの対象村の村長、地域レベルの教育機関代表、保健機関
代表が出席する調整会議を開催しました。この会議で選定基準の詳細を協議し、配布計画につ
いて話し合いました。 
 
③ 学校・診療所の選定 
　各村において、電力供給がなく夜間の教育活動・医療サービスが制限されている学校および診
療所を、地域の教育・保健機関代表の推薦に基づいて選定しました。夜間学習の需要が高い学
校、夜間診療の必要性が高い診療所を優先しました。 
 
④ 受益世帯の選定 
　各村の村長および地域の支援委員会は、地域住民の生活状況を最もよく把握しているため、
受益世帯の選定に深く関与しました。選定基準に該当する世帯は多数ありましたが、配布可能
数には限りがあるため、村長と委員会が会議を重ね、特に寡婦・女性世帯主の家庭、障がい者
のいる世帯を優先するという基準を明確にしました。この基準に基づいて受益者を選定し、ランタ
ンを配布しました。 
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（2）配布日 
　2024年11月1日 〜 2024年11月5日 (5日間) 
 
（3）配布地域 
　北コルドファン州 オンムダム・ハージ・アハメド地域 オンムサマーマ区 
　（オンムサマーマ村、ロカップ村、アブーアライシ村、オンムカジェック村） 
　※下記に地図を記載 
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（4）配布内訳 

村名 世帯 夜間学校 診療所 合計 

オンムサマーマ村 84台 120台 0台 204台 

ロカップ村 68台 50台 9台 127台 

アブーアライシ村 36台 20台 9台 65台 

オンムカジェック村 60台 35台 9台 104台 

予備 ― ― ― 4台 

合計 248台 225台 27台 504台 

 
（5）配布の状況 
　当初の配布計画は戦況の悪化により変更を余儀なくされましたが、SIDOが現地の治安状況を
調査した上で代替計画を策定し、ロシナンテスへの報告・承認を経て実施しました。配布はSIDO
チームが直接受益者のもとを訪問する形で行われ、504台すべてを滞りなく届けることができまし
た。 
【配布の様子】 
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【配布後の記念撮影: 1枚目は学校での配布、2枚目は寡婦・女性世帯主の家庭】 
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5．本寄贈の指標と実績 

 

No テーマ 目標値 実績値 備考 

1 医療 年間の夜間診察数​
65件増加 取得できず（後述） ― 

2 教育 年間の夜間学習者割合 
4%増加 取得できず（後述） ― 

3 生活 年間の灯油購入費軽減 
10%軽減 

約70%軽減 
(50,000SDG→15,000SDG) 

SDG: スーダンポンド​
※注記参照 

上記はランタン寄贈による受益者の変化を測定する目標指標ですが、本報告書提出時点では指
標実績値の詳細データを取得することができませんでした。 
 
【指標実績値が取得できなかった理由について】 
　2023年4月15日に勃発したスーダン内戦は現在も継続しており、北コルドファン州においても断
続的な戦闘・治安悪化が続いています。2025年9月時点のSIDOからの報告では、以下の状況
が確認されています。 

●​オンムサマーマ村への訪問は安全上・道路上の問題から困難であり、ネットワーク障害によ
り連絡も取りにくい状況が続いている。 

●​オベイドはSAF（国軍）が掌握する一方、RSF（準軍事組織「即応支援部隊」）による病院・市
場・住居へのドローン・砲弾攻撃が続き、主要道路の封鎖やチェックポイントにより人・物の
移動が制限されている。 

●​ハイパーインフレにより物価が高騰し、スーダンポンドの価値は暴落、対ドルレートは5倍に
上昇。流通・農業活動の制限や人道援助物資の不足が重なり、深刻な食糧不足が続いてい
る。 

●​市内の病院はドローン攻撃により一部機能を失い、学校もインフラ被害・教師不足の中で運
営されている。 
 

　以上の状況から、定量的な指標データ（夜間診察件数、夜間学習者割合）の組織的な収集は
困難でした。SIDOは代替手段として、スターリンク（衛星ブロードバンドインターネット）および携
帯電話を活用した質問票調査・電話インタビューにより受益者の声を収集しており、その結果は「
6．受益者への影響」に記載の通りです。 
　 
　なお、灯油購入費については「月額50,000SDG → 15,000SDG（約70%削減）」との報告を受
けています。目標指標は年間ベースでの軽減率でしたが、SIDOからは月額ベースのデータのみ
取得できました。また、対ドルレートが5倍に上昇するハイパーインフレが進行しているため、
SDGベースの数値を単純比較することは困難な状況です。 
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6．受益者への影響 

 
（1）調査方法 
　SIDOは2024年11月の配布完了後、受益者への影響を把握するため、以下の方法で聞き取り
調査を実施しました。 

●​ 調査期間：2024年11月〜2025年1月 (3ヶ月間) 
●​ 調査対象：受益家族、学校関係者、診療所スタッフ 
●​ 調査方法： 

○​ スターリンクおよび携帯電話を利用した質問票配布、直接電話インタビュー、コ
ミュニティ委員会メンバーによる現地観察と報告 

●​ 回答者： 
○​ 学校管理者、診療所スタッフ、受益家族の代表者から回答を得ました。治安状況
により全受益者への直接調査は困難でしたが、各村のコミュニティ委員会を通じ
て幅広い意見を収集しました。 

 
（A）教育面 

●​夜間学習時間が平均3時間増加し、学業成績の改善が確認されました。 
●​教師から「授業準備が容易になり、学習損失が軽減された」との報告を受けています。 
●​バドル・アル・クブラ学校（オンムサマーマ）の校長は「生徒の学習意欲・出席状況ともに明確
に向上した」と報告しています。 

 
（B）医療面 

●​診療所での夜間診療が可能になりました。 
●​軽度の医療処置が夜間も実施できるようになりました。 

 
（C）生活・経済面 

●​手工芸品の制作・農産物の加工などの作業時間が1日平均3時間増加し、収入増につなが
りました。 

●​ガソリン・灯油への支出が大幅に減少しました。 
●​藁素材の家屋では火災リスクが高い灯油ランプを使用しなくて済むようになり、住居の安全
性が向上しました。 

 

7．受益者の声・使用している様子 

 
「ランタンが届いた夜、家の中が明るくなって、喜びと安心感で胸がいっぱいでした。こんな日
が来るとは夢にも思いませんでした。村のみんなにも持ってもらえたら、どれほど良いかと思
います。」 

　　― ロカップ村　ウム様（受益家族） 
 
「ランタンが届いてから、生徒たちの学習への取り組みが明らかに変わりました。夜間も自主
的に勉強するようになり、学業成績の向上を実感しています。このプロジェクトは人間開発に
おいて本当に重要な意味を持っています。」 

　　― オンムサマーマ村　ハッサン様（学校長） 
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【ランタンを使用している様子】 
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　以上、中間報告を申し上げます。引き続き、あたたかいご協力をよろしくお願い申し上げます。​
　 
 

認定NPO法人ロシナンテス 
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